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Ｉand my colleague developed the domestic violence intervention program for adult male 
batterer and the dating violence prevention program for students. We did the research of 
efficacies of them. The research of the domestic violence intervention program for adult 
male batterer showed significant decrease of “Anger-out scores” of STAXI and significant 
increase of listening skill for the female partner’s words between before and after the 
program. The research of prevention program for high school students showed significant 
increase of awareness of controlling relationship and abusive behaviors between before and 
after the program. However, the effects of prevention program did not continue for 1 month, 
and so we need a sustainable program to radicate the awareness of violence. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 1,500,000 450,000 1,950,000 
２０１１年度 1,700,000 510,000 2,210,000 
２０１２年度 800,000 240,000 1,040,000 



















































































































(2) 中学高校生の DV の認識の状況とこれに
対する教育プログラムの開発 
①学生の DV 認識の状況 
対象：中学高校生：都市部におけるＡ都立中
高一貫教育進学校の男女生徒中 1：120 名(男
56，女 64)，中 2 が 119 名(男 57，女 62)，中
3 が 115 名(男 52，女 63)，高 1 が 78 名(男
40，女 38)，高 2 が 73 名(男 38，女 35)の総
計 505 名であった。質問紙を 1 枚ずつ封筒に
入れて各クラスの担任教師に配布と回収を
依頼し，その結果を分析検討した。 
調査内容：DV の知識および DV につながる
考え方についての質問を行った。10 項目の質
問紙を行った。 
②中高生向けの DV 予防プログラムの作成 









STAXI 特性怒り プレ 15 27.9 5.7 .061
ポスト 15 24.5 4.6
怒りの表
出
プレ 15 22.0 4.2 .007
ポスト 15 18.9 4.9
怒りの抑
制
プレ 15 18.9 5.1 .356
ポスト 15 20.2 1.8
怒りの制
御
プレ 15 17.4 3.5 .104
ポスト 15 19.6 2.5
POMS 不安―緊
張
プレ 15 11.1 4.5 .671
ポスト 15 10.5 5.0
抑うつ プレ 15 9.1 5.3 .891
ポスト 15 9.3 4.7
敵意―攻
撃
プレ 15 10.3 4.7 .152
ポスト 15 8.1 4.9
活力 プレ 15 6.9 3.6 .127
ポスト 15 7.9 3.8
疲れ プレ 15 10.3 5.4 .522
ポスト 15 9.5 5.2
混乱 プレ 15 9.4 3.7 .002
ポスト 15 13.4 3.7
プレ 15 43.4 16.7 .924












ログラムを 1回（50分で約 40 名ずつ)，実施
した。対象者の内訳は，高 1の介入群 40名(男
20，女 20)，非介入群 38名(男 20，女 18)，
高 2の介入群 38名(男 19，女 19)，非介入群




































第 3 回： 暴力につながる信念Ｂについて 
第 4 回： 自分の感情 Ｃと感情表現Ｄについ
て 
第 5 回：暴力の影響１（パートナーに対する） 
第 6 回：暴力の影響２（子どもに対する） 



































































































意志でなく、誰かに言われたためだ 12 1.57 1.222 2.00 1.477 0.206
自分は暴力をふるっていないという
考えがある。 12 1.64 1.151 1.83 1.115 0.589
暴力を変える責任は、パートナーの





















12 4.29 .994 4.25 .754 0.589
パートナーのいうことをさえぎるこ






























相手に何かいやがらせをした 14 2.07 1.69 2.07 1.33 .865
相手を罵倒したり、ののしった
りした
14 3.71 2.13 2.71 1.44 .121
相手に対して大声で怒鳴った 14 3.57 2.17 2.79 1.25 .258
相手を言葉で脅して性交させた 14 1.00 .00 1.36 .93 .180
相手にナイフや凶器を向けたこ
とがある








14 1.29 .47 1.36 .50 .317
相手を言葉で脅して口内性交や
肛門性交をさせた




14 1.00 .00 1.00 .00 1.000
相手の首をしめた 14 1.07 .27 1.14 .36 .564
相手とのケンカが原因で、相手
は医者にかかった




14 1.00 .00 1.00 .00 1.000
相手をさんざん殴りつけた 14 1.21 .43 1.14 .36 .317




14 1.00 .00 1.00 .00 1.000
合計得点 14 22.50 5.26 21.21 4.53 .260
1名のデータに欠損があったので、残りの14名のデータである。統計は、Wilcoxon




























87.7％，高 1 は 87.2％，中 3 は 87.8％であ
ったが，中 2 は 70.5％，中 1 は 42.5％と低
かった。「DV とはどういうものなのか知って
いる」に肯定的な回答とした生徒は、高 2 は
83.5％，高 1 は 80.8％，中 3 は 78.3％であ
ったが，中 2 は 55.4％，中 1 は 30.0％と低
くなった。この 2 つの質問に対する回答では
学年間に差がみられた (p<.01， Kruskal 
Wallis 検定)。 

































k.身近で DV が起きたらどうすればよいか。 






ねらいとした。a から c では，生徒たちの部
活動の場面や，授業の場面から，尊重の意味
を話し合う形式で，導入を行う。d では，若
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